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 　ユーラシア大陸東南部には，高温多
た

湿
しつ

の熱
ねっ

帯
たい

から亜熱帯に属し，夏にはインド洋から，冬に

は南シナ海から吹く二つの季節風のもたらす潤
じゅん

沢
たく

な雨量と，熱帯の豊富な熱量にめぐまれた東

南アジア地域が広がる。それらは，うっそうと

した森と水量豊かな大
たい

河
が

からなる自然環境を生

みだしている。そこには高
たか

床
ゆか

式住居の村落，巻

きスカート型の衣服，魚と米の食文化など，環

境に対応した共通の文化をもつ世界が広がって

いる。また，山や岩，樹木など，自然を崇
すう

拝
はい

す

る精
せい

霊
れい

信仰や祖先信仰が生きている。この東南

アジアの基層文化は，日本のそれと同質である。

　東南アジアの環境は大

きく三つに分かれる。北

部の山地は，森林にめぐ

まれた照
しょう

葉
よう

樹
じゅ

林
りん

で，西日

本の気候とよく似ている。

大陸部の平原には，稲
いな

作
さく

に適した熱帯サバナ地帯

が広がり，島
とう

嶼
しょ

部はおお

むね熱
ねっ

帯
たい

雨
う

林
りん

におおわれ，

香
こう

辛
しん

料
りょう

などの国際商品を

生みだした。北部

の山地と平原は，

西からイラワディ

川，チャオプラヤ川，

メコン川，紅
こう

河
が

（ホン川）などの大河
か

川
せん

の水路で結ばれており，大陸と島

嶼はマラッカ海
かい

峡
きょう

など，無数の海路で緊
きん

密
みつ

に結ばれ

ている。

　東南アジアは，地域全体で用いられる共通の言語

や宗教をもたない。また，歴史上，一度も地域全体

を統合する政治勢力はあらわれなかった。

　東南アジアは海に囲まれている。その海は，南シ

ナ海とインド洋という，豊かで広大な市
し

場
じょう

をもつ海

である。東南アジアは，東西の両市場を海で結ぶ地

域であった。と同時に，古代では香辛料や象
ぞう

牙
げ

など，

近代ではコーヒー，砂糖，ゴムなど，世界が求める

熱帯物産を生みだす地域でもあった。東南アジアに

は，自給的な面と，国際商業に対応する面との，二

つの面がある。

　国際市場と強い関係をもった東南アジアは，隣接

するインドや中国などの文明の影響を強く受けつつ，

独自の東南アジア文明を形成した。

　この章では，基層文化の上に交易網
もう

が発達し，東

南アジアの産物が国際市場に結びつく 8世紀ごろま

でをあつかう。
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海の道の発展
7世紀に，東方では，隋

ずい

・唐
とう

のもとで長安や洛
らく

陽
よう

など華
か

北
ほく

に大規模な諸都市が建設され，華
か

中
ちゅう

・華
か

南
なん

の開発もすすんだ。大運河の開通
（→p.88，89地図）

はこの華中・華南の海のル

ートと，華北の陸のルートを結びつけた。また西方では，アッバース

朝
（→p.124）
がその都市文明を発展させていた。

　両世界の都市の需要にこたえて海の東西交易は著しく発展した。こ

れまで通過が困難だったマラッカ海
かい

峡
きょう

に中継港が整備され，安全な航

行が可能になった。東西両世界が海で直接結ばれた。多くの西アジア

人が，広
こう

州
しゅう

など華中・華南の港
こう

市
し

に移り住んだ。唐
とう

は海の東西交易に

対応するため，広州に交易を管理する市
し

舶
はく

司
し

を
（→p.89）

置き，べトナムに安
あん

南
なん

都
と

護
ご

府
ふ

を
（→p.91）

建設し，南海交易の基
き

地
ち

とした。

海路を支配する
国家

マラッカ海峡が主要ルートになると，マレー人

の港市国家群がスマトラのパレンバンを中心に

連合し，シ
Shrivijaya

ュリーヴィジャヤを建てて，マラッカ海峡を管理した。シ

ュリーヴィジャヤはインドから大
だい

乗
じょう

仏教を導入し，東南アジア，東ア

ジアへの仏教布
ふ

教
きょう

センターとなった
1

。南シナ海では，ルートの変更に

対応できなかった扶
ふ

南
なん

がおとろえ，かわってべトナム中部にあった林
りん

邑
ゆう

が南シナ海交易を主
しゅ

宰
さい

して，西方世界の文
ぶん

物
ぶつ

や東南アジアの物産を

東アジアの市
し

場
じょう

に運んだ
2

。

　いっぽう，マラッカ海峡のマレー人

の勢力は，ジャワ島北岸にも進出し，

香
こう

辛
しん

料
りょう

の産地であるモルッカ諸島とマ

ラッカ海峡を結んだ。8世紀には，ジ

ャワのマレー人勢力がシ
Sailendra

ャイレンドラ

朝を名のり，強大な海軍力で東南アジ

アの海路を支配した。8～9世紀，シ

ャイレンドラ朝は，ジャワ中部のボロ

ブドゥールに世界最大級の大乗仏教寺

院を建設している。

東南アジア諸国家の再編成2
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典
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はげ

んで
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いる。
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係をもった。 8世紀の東
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ジアへの仏教布
ふ

教
きょう

センターとなった
1

。南シナ海では，ルートの変更に

対応できなかった扶
ふ

南
なん

がおとろえ，かわってべトナム中部にあった林
りん

邑
ゆう

が南シナ海交易を主
しゅ

宰
さい

して，西方世界の文
ぶん

物
ぶつ

や東南アジアの物産を

東アジアの市
し

場
じょう

に運んだ
2

。

　いっぽう，マラッカ海峡のマレー人

の勢力は，ジャワ島北岸にも進出し，

香
こう

辛
しん

料
りょう

の産地であるモルッカ諸島とマ

ラッカ海峡を結んだ。8世紀には，ジ

ャワのマレー人勢力がシ
Sailendra

ャイレンドラ

朝を名のり，強大な海軍力で東南アジ

アの海路を支配した。8～9世紀，シ

ャイレンドラ朝は，ジャワ中部のボロ

ブドゥールに世界最大級の大乗仏教寺

院を建設している。

東南アジア諸国家の再編成2
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Q観
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世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

像　南タイで発見
された 7～ 8世紀のシュリーヴィ
ジャヤ美術の代表作。

1『南
なん

海
かい

寄
き

帰
き

内
ない

法
ほう

伝
でん

』を書いた義
ぎ

浄
じょう
（→p.90）は，インドからの帰り
に首都パレンバンに 7年間滞在
して仏

ぶっ

典
てん

の漢訳や著作に励
はげ

んで
いる。彼は，この国には1000人
以上の仏僧がいて，その学問水
準はインドなみに高いと述べて
いる。
2林邑は同時代の日本と強い関
係をもった。 8世紀の東

とう

大
だい

寺
じ

大
仏の開

かい

眼
げん

供
く

養
よう

には林邑の僧が参
加しているし，宮中の雅

が

楽
がく

には
「林邑楽」が残されている（→p.75

上コラム）。
E 7～ 8世紀の東南アジア

p.107, 193
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人類の
オセアニア到達

約5万年前，現在のオーストラリア大陸とニュ

ーギニア島がサフル大陸とよばれる一つの陸
りく

塊
かい

を形成していたころ，東南アジア島
とう

嶼
しょ

部から船を使ってはじめて人類

が渡ってきた。これらの人々はオーストラロイドとよばれ，その一部

はア
Aborigine
ボリジニーの祖先となった。彼らは土器をつくらず，農耕も行わ

ない狩
しゅ

猟
りょう

採集民であった。

オーストロネシア
語族の拡散

前1000年ごろになると，オーストロネシア語

族
1

の言語を用いる人々がオセアニアに移住して

きた。彼らはすぐれた航海技術をもち，フィジー・トンガ・サモアな

どメラネシア以東の島々へ急速に拡散していった。4世紀以降になる

と，その他のポリネシアの島々にも拡散し，700年ごろにはハワイ諸

島へ，1250年ごろにはニュージーランドへ到達した。太平洋の広域に

広がった彼らは，農耕や家畜の飼
し

養
よう

を行い，すぐれた土器の製作技術

をもっていた。また，一部の島々では巨石文化が発達した
2

。

オセアニア2

北回帰線

南回帰線

赤道

ポ  リ  ネ  シ  ア

ミクロネシア

メラネシア

マリアナ諸島

フィジー諸島

ニューギニア

タヒチ島

マーケサズ諸島

イースター島
トンガ諸島

ニュージーランド

マダガスカル

ハワイ諸島台湾

オーストロネシア語族の
言語を用いる人々の
拡散方向

（赤道上の距離）
0 5000km

Wアウトリガー=カヌー　オー
ストロネシア語族の人々は，船
体の片側または両側に浮

うき

子
こ

（ア
ウトリガー）が張りだした安定
性の高いカヌーを使用した。こ
のほかに，船体を二つならべた
ダブル=カヌーも考案されてい
る。

1ポリネシア諸語のほか，マレ
ーシア語やインドネシア語，フ
ィリピン諸語，台湾の先住民の
諸言語などを含む。
2はっきりした年代は不明であ
るが，イースター島（ラパ＝ヌイ）
に到達して巨石像モアイをつく
ったのも，オーストロネシア語
族の言語を用いる人々である。

Eオーストロネシア語族の拡散
p.330
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右段

12〜 13
彼らは，イマームの判断にではなく， 彼らは，特定の人物の判断にではなく，

189 2 〜 3 その収益は，宋の国家財政の大きな部分を占めた。 その収益は，宋の歳入の確保に寄
き

与
よ

した。

202 側注①

1 アジア交易世界の再編と活況　203202　第12章 大交易時代

明の朝貢貿易
13世紀末以降，東シナ海，南シナ海では，宋

そう

の
（→p.170）

朝
ちょう

貢
こう

体制の崩
ほう

壊
かい

と元
げん

末の経済混乱
（→p.185）

のなかで，国

家統
とう

制
せい

から解放された商人による私
し

貿
ぼう

易
えき

がさかんになった。14世紀の

後半になると，日本，朝鮮，中国の私貿易商人たちが軍事集団を形成

し，朝鮮と中国の沿岸を襲
おそ

った。これを倭
わ

寇
こう

（前期倭寇）とよぶ。明
ミン

の

洪
こう

武
ぶ

帝
てい

は
（→p.225）

，倭寇の活動をおさえるとともに，交易の自由化がもたらす

国内経済の動揺を防ぐために，中国商人の対外交易と渡
と

航
こう

を禁止した

（海
かい

禁
きん

）。対外交易は，認可を受けた国が朝貢のために派
は

遣
けん

してきた使
し

節
せつ

との貿易だけに許された
1

。海禁はすべての対外交易を，国家が統制

できる朝貢貿易に限定しようとしたものである。これ以降，明の

繁
はん

栄
えい

とともに，明に朝貢する港
こう

市
し

や国が成長し，東シナ海と南シ

ナ海の交易は拡大に向かうこととなった。

　日本では，15世紀はじめに室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

の将軍であった足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が
（1358～1408）

日本国王に冊
さく

封
ほう

されて，倭寇の取り締まりを条件に勘
かん
合
ごう
貿易に参

加した。同じころ，琉
りゅう

球
きゅう

諸島では，首
しゅ

里
り

の中山王が政治的な統一

を達成し，やはり明の冊封を受けて琉球王国を成立させた。琉球

王国の国際港那
な

覇
は

には多くの福
ふっ

建
けん

系中国人が移り住み，日本や朝

鮮，東南アジア諸国と中国を結んでさかんに交易を行った。

マラッカの繁栄
15世紀のはじめ，明の永

えい

楽
らく

帝
てい

は
（→p.226）

，南シナ海方面

の朝貢貿易を拡大するべく，鄭
てい

和
わ

の
（→p.226）

率いる大艦

隊を前後7回にわたって派遣した。鄭和はチャンパー
（→p.193）

とマラッカ海
かい

峡
きょう

に面した港市国家
（→p.196コラム）

であるマ
Malacca
ラッカ王国を
14世紀末～1511

根
こん

拠
きょ

地
ち

にして，東南アジアや，

アフリカ東海岸を含むインド洋沿岸の諸国に明への朝貢を促した。こ

の結果，明へ朝貢使節を派遣した国は50以上にのぼった。

　こうした海の統制政策は，永楽帝の死後，明の対外政策が消極的に

なったために長つづきしなかった。鄭和の大遠
えん

征
せい

終了とともにインド

洋の諸港と中国を直結するルートはとだえたが，かわって鄭和の遠征

拠
きょ

点
てん

であったマラッカ王国が対明貿易で繁栄に向かった。マラッカ王

国は明への朝貢貿易をつづける一方で，国王がイスラーム教に改
かい

宗
しゅう

し

アジア交易世界の再編と活況1

て，西方のムスリム世界との関係を深めた。マラッカにはインド洋か

らムスリム商人が香
こう

辛
しん

料
りょう

・綿
めん

布
ぷ

・宝石・銀を，また中国商人が南シナ

海から陶
とう

磁
じ

器や絹
きぬ

をもたらし，ジャワの商人がモルッカ諸島
2

（香料
（→p.204）

諸

島）から香辛料をもたらした。マラッカは，「ムスリム商人の海」と「中

国商人の海」と東南アジアの流通網
もう

を結びつけ，発展する海の交易世

界の中心になった
3

。

インド洋海域の
展開

マムルーク朝
（→p.128）

とティムール朝
（→p.216）

の衰
すい

退
たい

後のインド

洋では，内陸の強大な王朝に統制されない港市

国家や商人たちの活動が目立つようになった。ヴァスコ=ダ=ガマ
（→p.205）

が

1498年に訪れた南インドのカリカット王国やコーチン王国もそうした

港市国家であった。

　インドでは，デリー=スルタン朝
（→p.131）

衰退後，各地に王国が分
ぶん

立
りつ

した。

なかでも，海に面した東のベンガル地方と西のグジャラート地方のム

スリム勢力と，14世紀にデカン高原南部におこったヒンドゥー教のヴ

ィ
Vijayanagar

ジャヤナガル
1336～1649

王国
（→p.222）

は有力であった。これらの政治勢力が支配したイ

ンド洋沿いの地方では，綿布や砂糖などの商品生産とこれにともなう

手工業，商業が発展した。

サマルカンド

南京
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広州
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カイロ

モルッカ諸島

アユタヤ王国

ティムール朝

サイイド朝

マムルーク朝

ヴィジャヤナガル王国

マジャパヒト王国

チャンパー王国
クメール王国

マラッカ王国

ペグー王国

大越国

明

琉球

日本
朝鮮

アラビア海

ベンガル湾

イ　ン　ド　洋

南シナ海

東シナ海

0 1000km

永楽帝時代の明の領域
14世紀後半のマジャパヒト王国の領域
1410年以後のマジャパヒト王国の領域

　和の遠征路
前期倭寇侵略地
後期倭寇侵略地

192-1

　「倭寇」は「日本人の侵
しん

略
りゃく

」の
意味であるが，武装商人の出
身地は実際には日本だけでな
く，朝鮮，中国にも広がって
いた。

倭寇

1朝貢を認められた国家に朝貢
船が正式のものであることを証
明する勘合符が支給された。勘
合符をもたない船の交易は認め
られなかった。

Q那覇港　琉球は南シナ海と東
シナ海を結ぶ位置にあり，那覇
港は琉球王国の王都首里の外港
（首都などに付属する港）として，

14世紀以来，東南アジアの物産
を東アジア諸国に運ぶ中継港と
して発展した。15世紀には東南
アジア方面や中国から多くの船
が訪れた。

Q 和の遠征路と15世紀の東南
アジア　絵は鄭和の船。

p.180, 194, 210

　鄭和は雲
うん

南
なん

のイスラーム教
徒の家に生まれ，宦

かん

官
がん

として
明の朝廷に仕

つか

えた。彼は珍
ちん

奇
き

な南海の物産を中国にもち帰
ったが，なかでもアフリカの
ジラフは大きな話題となり，
伝説の霊

れい

獣
じゅう

「麒
き

麟
りん

」の名前をつ
けられた。ジラフをキリンと
よぶのはこれにはじまる。な
お，キリンは鄭和がもち帰る
少し前，インドのベンガル地
方の支配者が贈った献上品と
してはじめて中国に渡

と

来
らい

した。

和とキリン

2現在のインドネシアのマルク
諸島である。

3マラッカには，南インドや西
インドに本拠地をもつ商人たち
の居住地がつくられた。

5

10

15

5

10

15

20

25

30

1 アジア交易世界の再編と活況　203202　第12章 大交易時代

明の朝貢貿易
13世紀末以降，東シナ海，南シナ海では，宋

そう

の
（→p.170）

朝
ちょう

貢
こう

体制の崩
ほう

壊
かい

と元
げん

末の経済混乱
（→p.185）

のなかで，国

家統
とう

制
せい

から解放された商人による私
し

貿
ぼう

易
えき

がさかんになった。14世紀の

後半になると，日本，朝鮮，中国の私貿易商人たちが軍事集団を形成

し，朝鮮と中国の沿岸を襲
おそ

った。これを倭
わ

寇
こう

（前期倭寇）とよぶ。明
ミン

の

洪
こう

武
ぶ

帝
てい

は
（→p.225）

，倭寇の活動をおさえるとともに，交易の自由化がもたらす

国内経済の動揺を防ぐために，中国商人の対外交易と渡
と

航
こう

を禁止した

（海
かい

禁
きん

）。対外交易は，認可を受けた国が朝貢のために派
は

遣
けん

してきた使
し

節
せつ

との貿易だけに許された
1

。海禁はすべての対外交易を，国家が統制

できる朝貢貿易に限定しようとしたものである。これ以降，明の

繁
はん

栄
えい

とともに，明に朝貢する港
こう

市
し

や国が成長し，東シナ海と南シ

ナ海の交易は拡大に向かうこととなった。

　日本では，15世紀はじめに室
むろ

町
まち

幕
ばく

府
ふ

の将軍であった足
あし

利
かが

義
よし

満
みつ

が
（1358～1408）

日本国王に冊
さく

封
ほう

されて，倭寇の取り締まりを条件に勘
かん
合
ごう
貿易に参

加した。同じころ，琉
りゅう

球
きゅう

諸島では，首
しゅ

里
り

の中山王が政治的な統一

を達成し，やはり明の冊封を受けて琉球王国を成立させた。琉球

王国の国際港那
な

覇
は

には多くの福
ふっ

建
けん

系中国人が移り住み，日本や朝

鮮，東南アジア諸国と中国を結んでさかんに交易を行った。

マラッカの繁栄
15世紀のはじめ，明の永
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楽
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帝
てい

は
（→p.226）

，南シナ海方面

の朝貢貿易を拡大するべく，鄭
てい

和
わ

の
（→p.226）

率いる大艦

隊を前後7回にわたって派遣した。鄭和はチャンパー
（→p.193）

とマラッカ海
かい

峡
きょう

に面した港市国家
（→p.196コラム）

であるマ
Malacca
ラッカ王国を
14世紀末～1511

根
こん

拠
きょ

地
ち

にして，東南アジアや，

アフリカ東海岸を含むインド洋沿岸の諸国に明への朝貢を促した。こ

の結果，明へ朝貢使節を派遣した国は50以上にのぼった。
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えん

征
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終了とともにインド
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拠
きょ

点
てん

であったマラッカ王国が対明貿易で繁栄に向かった。マラッカ王

国は明への朝貢貿易をつづける一方で，国王がイスラーム教に改
かい

宗
しゅう

し

アジア交易世界の再編と活況1

て，西方のムスリム世界との関係を深めた。マラッカにはインド洋か

らムスリム商人が香
こう

辛
しん

料
りょう

・綿
めん

布
ぷ

・宝石・銀を，また中国商人が南シナ

海から陶
とう

磁
じ

器や絹
きぬ

をもたらし，ジャワの商人がモルッカ諸島
2

（香料
（→p.204）

諸

島）から香辛料をもたらした。マラッカは，「ムスリム商人の海」と「中

国商人の海」と東南アジアの流通網
もう

を結びつけ，発展する海の交易世

界の中心になった
3

。

インド洋海域の
展開
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（→p.128）
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（→p.216）
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すい

退
たい

後のインド
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（→p.205）

が

1498年に訪れた南インドのカリカット王国やコーチン王国もそうした

港市国家であった。
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（→p.131）

衰退後，各地に王国が分
ぶん

立
りつ

した。
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スリム勢力と，14世紀にデカン高原南部におこったヒンドゥー教のヴ

ィ
Vijayanagar

ジャヤナガル
1336～1649

王国
（→p.222）

は有力であった。これらの政治勢力が支配したイ

ンド洋沿いの地方では，綿布や砂糖などの商品生産とこれにともなう

手工業，商業が発展した。
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　「倭寇」は「日本人の侵
しん

略
りゃく

」の
意味であるが，武装商人の出
身地は実際には日本だけでな
く，朝鮮，中国にも広がって
いた。

倭寇

1朝貢を認められた国家に朝貢
船が正式のものであることを証
明する勘合が支給された。勘合
をもたない船の交易は認められ
なかった。

Q那覇港　琉球は南シナ海と東
シナ海を結ぶ位置にあり，那覇
港は琉球王国の王都首里の外港
（首都などに付属する港）として，

14世紀以来，東南アジアの物産
を東アジア諸国に運ぶ中継港と
して発展した。15世紀には東南
アジア方面や中国から多くの船
が訪れた。

Q 和の遠征路と15世紀の東南
アジア　絵は鄭和の船。

p.180, 194, 210

　鄭和は雲
うん

南
なん

のイスラーム教
徒の家に生まれ，宦

かん

官
がん

として
明の朝廷に仕

つか

えた。彼は珍
ちん

奇
き

な南海の物産を中国にもち帰
ったが，なかでもアフリカの
ジラフは大きな話題となり，
伝説の霊

れい

獣
じゅう

「麒
き

麟
りん

」の名前をつ
けられた。ジラフをキリンと
よぶのはこれにはじまる。な
お，キリンは鄭和がもち帰る
少し前，インドのベンガル地
方の支配者が贈った献上品と
してはじめて中国に渡

と

来
らい

した。

和とキリン

2現在のインドネシアのマルク
諸島である。

3マラッカには，南インドや西
インドに本拠地をもつ商人たち
の居住地がつくられた。
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220　第13章 ユーラシア諸帝国の繁栄

統治をゆだね，貢
こう

納
のう

金
きん

の支払いを義務づけた。

オスマン帝国の
社会と文化

オスマン帝国の領内には，イスラーム教

徒だけでなく，ギリシア正教会やアルメ

ニア教会，シリア教会，コプト教会などのキリスト教徒のほか，

ユダヤ教徒が多数いた。オスマン帝国は，彼らにイスラーム教

を強制することはせず，各宗教ごとの共同体（ミ
millet
ッレト）をつく

らせ，その内部で自治を認めた。このため領内では，多くの宗

派や民族が平
へい

和
わ

裏
り

に共
きょう

存
ぞん

した。とくに，ギリシア人やアルメニア人，

ユダヤ教徒の商人は，ムスリム商人と協力しながらも，それぞれ独自

の交易網
もう

を広げた。オスマン帝国はいっぽうで，対ハプスブルク同盟

を結んだフランスの商人にも領内での安全保障，免税，治外法権など

の特権（カ
capitulation

ピチュレーション）
3

を与えた。この特権はやがてイギリスや

オランダの商人にも与えられ，西ヨーロッパとの交易がさかんになっ

た。このため，世界の交易網の結
けっ

節
せつ

点となった首都イスタンブルは，

西方世界最大の都市として繁
はん

栄
えい

した。

Qイスタンブルのスレイマン=
モスク　建築家スィナンの設計
で16世紀に完成。大小のドーム
の組み合わせと細身のミナレッ
トが美しい。

319世紀になると西欧諸国の力
がオスマン帝国を上まわり，こ
の特権が不平等条約のもとにな
った。

火器で武装した陸軍 1514年の夏，現在のトル

コ共和国の東部のチャルディラーン
（→p.218地図）

の地で，オス

マン朝とサファヴィー朝の間で大会戦があった。

サファヴィー朝の軍の主力は，キジルバシとよば

れていた騎
き

馬
ば

軍団であり，それに対抗したオスマ

ン朝軍の主力は，鉄砲を装備したイェニチェリ歩

兵軍団であった。戦いの結果は，鉄砲隊が騎馬隊

を圧倒して，オスマン朝軍の大勝となった。日本

では，1575年に長
なが

篠
しの

の合戦
（→p.239，241）

で織
お

田
だ

信
のぶ

長
なが

の
（1534～82）

鉄砲隊が

武
たけ

田
だ

の騎馬隊をやぶったことが有名であるが，チ

ャルディラーンの戦いはそれより60年ほど前の

ことである。

　オスマン朝の軍は，1453年のコンスタンティノ

ープル征服の際すでに，大砲と鉄砲で敵を圧倒し

ている。イェニチェリ軍団は，軍楽隊，工兵隊，

大砲隊，鉄砲隊などをそなえた皇帝直属の常備軍

で，のちにヨーロッパで発展する近代的陸軍の先

がけであった。この影響で，サファヴィー朝も歩

兵鉄砲部隊をつくることになり，インドのムガル

帝国
（→p.222）

もそれにつづいた。

Q鉄砲をもつイェニチェリ軍団
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田
だ
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のことである。
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ープル征服の際すでに，大砲と鉄砲で敵を圧倒し
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　大陸封
ふう

鎖
さ

令で穀
こく

物
もつ

輸出を妨
ぼう

害
がい

されたロシアが離
り

反
はん

すると，ナポレオンは1812年に遠
えん

征
せい

してモスクワ

を占領したが，ロシア軍の焦
しょう

土
ど

作戦と反撃にあって

敗退した。これを機に諸国民が一
いっ

斉
せい

に解放戦争に立

ちあがり，1813年，ライプツィヒの戦い（諸国民戦争）

でフランス軍をやぶり，翌年にはパリを占領した。

ナポレオンは退位してエルバ島に幽
ゆう

閉
へい

され，
（在位1814〜24）
ル
Louis XⅧ
イ18

世が即位して，フランスにはブルボン朝が復活した。

1815年，エルバ島を脱出したナポレオンは一時再起

したが（百日天下），ワーテルローの戦いで大敗し，今度は大西洋の孤

島セントヘレナに流され，孤独のうちに没した。

ウィーン体制の
成立

1814年にナポレオンが没
ぼつ

落
らく

してのち，フラン

ス革命以来の混乱を収拾するため，ヨーロッパ

諸国の代表がウィーンに集まった。オーストリアの外相（のち首相）メ

ッ
Metternich

テルニヒ
（1773〜1859）

を議長としたウィーン会議は，はじめ大国間の利害対立の

ため難航したが，翌15年，ナポレオンの再挙兵を機にようやく議定

書の調印が実現した。フランス革命以前の政治秩
ちつ

序
じょ

を

正統のものとし，それを回復させようという正統主義
9

が原則として採用され，大国の勢力均
きん

衡
こう

による国際秩

序の平和的維持が追求された。これをウィーン体制と

いう。

0 500km

ドイツ連邦の境界
オーストリア帝国領
ウィーン条約による
各国の取得地 イギリス王国
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王国

教
皇
領 両

シ
チ
リ
ア
王
国

ポ
ル
ト
ガ
ル
王
国

フランス王国
スイス

プロイセン
王国

オスマン帝国
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ロシア帝国
オランダ
王国

ポーランド
　　　王国

サ
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デ
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ニ
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王
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ベッサ
ラ
ビ
ア
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大　西　洋
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イ
オ
ニ
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諸
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英
）
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Q「1808年 5月 3日の銃殺」（ゴ
ヤ作，1814年）　マドリードの民
衆蜂

ほう

起
き

を鎮
ちん

圧
あつ

したナポレオン軍
は，スペイン人に対して残虐な
報復を行い，捕らえた市民を銃
殺した。ゴヤは強い怒りをこめ
て，この絵を描いた。

9巧みな政治手腕をもったフラ
ンス外相タレーラン（1754～1838）
が唱え，これによってフランス
は戦争責任を回

かい

避
ひ

した。

Qウィーン会議　「会議は踊
おど

る，
されどすすまず」と風

ふう

刺
し

された
ように，各国の利害が対立して，
なかなか進展しなかった。

Rウィーン体制　ウィーン会議によ
って確認されたヨーロッパ諸国の配
置。

p.279
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ランド，日本など，社会主義に反

対する各国と個別に安全保障条約

を締結した。53年の朝鮮戦争休

戦後，多くの国連軍は朝鮮半島か

ら撤
てっ

退
たい

したが，合衆国は韓国と米
べい

韓
かん

相互防衛条約を締結し，米軍は

ひきつづき韓国に駐
ちゅう

留
りゅう

した。また，

合衆国は台湾とも米
べい

華
か

相互防衛条

約を締結し，台湾海
かい

峡
きょう

を維持し，

中華人民共和国の台湾侵
しん

攻
こう

を防ぐ

意思を示した
（→p.404）

。

　東南アジアでは，54年に合衆国

が
Southeast Asia Treaty Organization
東

1954〜77
南アジア条約機構(S

シアトー

EATO)を成立させ，南・西アジアでも，ト

ルコ，イラク，イギリス，パキスタン，イラン5か国による中東（バグ

ダード）条
Middle East Treaty Organization

約機構（M
メトー

ETO）を成立させた。1958年の革命でイラクが脱

退すると，合衆国はそれを
Central Treaty Organization
中

1959〜79
央条約機構(C

セントー

ENTO)に再編成した。

　このようにして，合衆国は1950年代半ばまでに，中ソを中心とす

る社会主義国を包囲する体制をアジア・太平洋地域にもつくりあげた。

　冷戦が世界に拡大するなかで，ソ連は，1955年に東ドイツを含む東

欧7か国と友好協力相互援助条約（ワルシャワ条約）を結んでワルシャ

ワ条約機構を結成し，NATOに対抗した。こうしてヨーロッパでは，

1955年には合衆国を盟
めい

主
しゅ

とする西側とソ連を盟主とする東側の勢力範

囲が画
かく

定
てい

し，以後，対立しながらも相互の勢力範囲を認めあうことと

なった。

EEC，ECの発足と
西欧諸国

西欧諸国は，マーシャル=プランの支援のもと

で，1970年ごろにいたるまで高い経済成長率を

維持し，経済復
ふっ

興
こう

に成功した。また，第二次世界大戦の反省をふまえ，

アメリカ合衆国の強い影響力のもとで経済復興をしながらも，合衆国

への過度の依
い

存
そん

をさけるため，西欧諸国間での経済の相互協力や統一

市
し

場
じょう

の形成がすすめられた。

　1952年にフランス，西ドイツ，ベネルクス3国，イタリアが，石炭・

�

�

太平洋安全保障条約（ANZUS） 1951~85
アンザス

米比相互防衛条約 1951
米華相互防衛条約 1954~79
日米安全保障条約 1951
米韓相互防衛条約 1953
ソ連・北朝鮮相互援助条約 1961
中国・北朝鮮友好協力相互援助条約 1961
中ソ友好同盟相互援助条約 1950~80
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1

＊SEATOの構成国の一部は
　1967年にASEANを結成した。

アセアン

北大西洋条約機構
（NATO）加盟国
ワルシャワ条約機構加盟国
東南アジア諸国連合
（ASEAN）加盟国
米州機構（OAS）加盟国

（1970年時点での加盟国）

�合衆国の台湾海峡維持の方針
には，台湾に撤退した国民党政
権が大陸反攻を実施することを
抑
よく

制
せい

する意味合いもあった。
�ポーランド，東ドイツ，チェ
コスロヴァキア，ハンガリー，
ルーマニア，ブルガリア，アル
バニア（1968年脱退）である。

Q東西両陣営の集団保障体制
　SEATOは1977年に解散し，米
華相互防衛条約は合衆国の中華
人民共和国承認（1979）により，
失効した。また，ANZUSは，85

年にニュージーランドが非核政
策にふみきったため，解体した。

日米安全保障条約
　日本と極

きょく

東
とう

の平和と安全の
ためとして，米軍の日本駐留
と基

ち

地
き

使用を認める条約。
1960年には双

そう

務
む

性を強めて改
定され，日本で大規模な反対
運動（安

あん

保
ぽ

闘争）がおきた（70
年以降自動延長）。冷戦後，両
政府は日米安保体制を再定義
し，2015年には日本が集団的
自衛権の行使を一部容認する
内容を含む法整備を行うなど，
地球規模での日米協力体制が
構
こう

築
ちく

されつつある。
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431 側注⑪ 2015 年にインド，パキスタンの 2か国が加盟することで合意している。 2017 年にはインド，パキスタンの 2か国が加盟した。
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